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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、鎌倉時代の歌人である藤原定家の百首歌ならびに秀歌撰を考察の対象とし、主としてその構成配列を分
析することによって、定家の百首歌構築ならびに秀歌撰編纂の方法、また百首歌と秀歌撰相互の連関性を明らかにし
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 歌人としての藤原定家の業績については、厖大な先行研究の蓄積がある。それらの多くが和歌一首一首の分析から
それを定家の詠歌史に位置づけようとするのに対し、本論文が百首歌や秀歌撰の構成配列を分析し、そこから定家の
営為の意義を見出そうとするのは、和歌の詠作のみならず、勅撰集をはじめとする様々な編纂行為による業績を持つ
定家の一面を明らかにするのに有効な方法である。部立内部の構成が歌人の自由な裁量に任されている部立形式の百
首歌を取り上げ、これまでに指摘されている個別和歌レベルでの影響ばかりでなく、父俊成の『久安百首』からは部
立内の構成配列の点においても強く影響を受けていることを明らかにしている。さらに通時的に定家の部立百首の展
開を確認し、定家が初めて挑んだ百首歌である「初学百首」の構成を基本形とし、それを生涯大きく変更することは
なかった事実を提示する。またこれら定家の百首歌に関する分析の過程で、『定家卿百番自歌合』や『定家八代抄』
といった編纂行為による著作との共通点を指摘していることも研究史上有意義である。これまで草稿段階のものとさ
れていた初撰本『定家八代抄』について、同時期の歌壇状況の分析を通して定家詠作との密接な関連を指摘し、再撰
本『定家八代抄』とは異なる編纂目的を示したことも説得力を有しており、高く評価することができる。定家の息為
家の単独撰になる『続後撰集』と『定家八代抄』との共通性についても、為家による受容という点で注目すべき指摘
である。 
 他方、この百首歌における構成配列の問題が、実際の詠作の場や周囲からの評価とどのように関わるのか不明な点
が多い。『定家卿百番自歌合』改訂の時期や目的に関する分析についても、その結論は妥当であると思われるものの、
分析の対象とする改訂された和歌が百番二百首のうちのわずか十首にすぎず、定家の意図を探るというにはやや心許
ないものがある。為家による『定家八代抄』受容に関する問題については、さらに広範な視点からの検討が必要であ
る。 
 以上のような問題点を含むものの、本論文が藤原定家の部立百首における構成配列の分析ならびに秀歌撰をめぐる
諸問題の解明を通して提示したことは、研究史的にも高く評価できることと思われる。よって、本論文を博士（文学）
の学位にふさわしいものと認定する。 
